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平成30年度 第３回千歳市障がい者地域自立支援協議会定例会議開催結果 

 

＜日 時＞ 平成31年２月19日(火) 10時00分～10時45分 

＜場 所＞ 総合福祉センター４階 402号室 

＜出席者＞ 委員及び千歳市・事務局 計23名 

   【委 員】19名(別紙名簿のとおり) 

青木副会長、森委員、酒井委員、益山委員、伊東委員、佐藤(義)委員、菊池委員、 

岡田委員、佐藤(貞)委員、遠藤委員、宮下委員、内山委員、伊藤委員、中川委員、 

佐藤(靖)委員、清水委員、森本委員、田口委員、奥貫委員 

※欠席(７名) 

荒会長、古田委員、横山(史)委員、藤島委員、大村委員、村部委員、富永委員 

   【千歳市・事務局】４名 

     (千歳市)奥谷保健福祉部次長 

(事務局)松田障がい者支援課長(事務局長)、佐藤自立支援係長(事務局次長) 

千歳市障がい者総合支援センター 横山(真)センター長(事務局次長) 

 

＜配布資料(別添のとおり)＞ 

(１) 千歳市からの報告 

① 千歳市における地域生活支援拠点等の整備について 

(２)平成30年度千歳市障がい者地域自立支援協議会各部会報告 

      ① 相談支援部会 

     ② こども部会 

     ③ はたらく部会 

 

＜次 第＞ 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

＜青木副会長あいさつ（要旨）＞ 

    荒会長が欠席のため、副会長である私から開会のご挨拶を申し上げる。 

今年度から新たな「千歳市障がい者計画・第５期千歳市障がい福祉計画・第１期千歳市障が

い児福祉計画」がスタートしているが、早いもので、３か年計画の１年目が過ぎようとしてい

る。当該計画では、国の基本指針に基づき、障害福祉サービス等の提供体制に係る様々な目標

が設定されており、このうち、障がいのある人の生活を地域全体で支える仕組みとして、「地域

生活支援拠点等の整備」に向けた検討を本協議会において進めていくこととされている。本日

の議事では、「地域生活支援拠点等」の仕組みについての理解を深め、今後の具体的な検討につ

なげていきたいと考えているので、委員各位には忌憚のない意見をお願いしたい。 
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３ 議題 

(１) 千歳市からの報告 

 ① 千歳市における地域生活支援拠点等の整備について  

事務局から資料に基づき説明を行った。 

拠点整備に向けた現状把握や課題の抽出などの検討主体を「相談支援部会」にすることとし、

検討内容については、適宜定例会議に報告し委員各位の意見を踏まえながら取組を進めていく

こととした。 

 

(２)平成30年度千歳市障がい者地域自立支援協議会各部会活動報告 

① 相談支援部会(奥貫部会長) 

10月と12月に開催した「障がい福祉勉強会」について報告する。 

10 月開催においては「就労支援」をテーマに、就労継続支援Ａ型・Ｂ型及び就労移行支援

の基礎について理解を深めるため、関係事業所３事業所から実践報告をいただいた。参加者

は50名であった。また、12月の勉強会は「障がい者の住まい」をテーマとし、社会福祉法人

晃裕会 稲富氏から、障がい者が利用できる居住系サービスに関するサービス体系の講義を受

けたのち、居住系サービス事業所３事業所からの実践報告という形で開催しており、39 名の

参加があった。なお、今年度最後の勉強会を２月 22 日に開催する。「相談支援について」を

テーマに開催するので、興味がある方はぜひ参加いただきたい。 

 

② こども部会(田口部会長) 

11月に支援者向けの勉強会として学校見学会を開催した。24名の参加のもと、南幌養護学

校と千歳高等支援学校の見学を行った。参加者からは、「就学に向けての動きを知ることがで

きて参考になった」、「学校側から個別の見学対応も可能であると聞き、学校へ相談しやすく

なった」などの感想があった。 

合同説明会（12月22日開催）及びレッツスマイル冬（１月12日開催）については、２月

21日の部会で振り返りを行う予定であり、次回の定例会議でその内容を報告させていただく。 

 

③ はたらく部会(佐藤部会長) 

12月22日に開催した合同説明会について報告する。 

今年度は、こども部会と共催という形で放課後等児童デイサービス事業所などの事業説明

も併せて実施した。来場者は昨年度より 23 名少ない 120 名となったが、参加者からは、「市

内の就労事業所が一同に集まり、様々な話が聞けて良かった」、「今後も開催してほしい」な

どの感想が得られた。なお、開催時期が年末に近かったことにより来場者が減少したものと

考えられることから、来年度はもう少し早い時期に開催したい。 

  

 

４ 閉会    



№ 所属機関・団体等 性別 出欠

1 公募  森 勝 子 女 出席

2 公募 古 田 聖 男 欠席

3 公募 横 山 史 紀 男 欠席

4 千歳公共職業安定所 雇用指導官 酒 井 美 智 子 女 出席

5
北海道石狩振興局保健環境部
千歳地域保健室健康推進課

保健係長 藤 島 信 一 男 欠席

6 千歳病院 精神保健福祉士 益 山 桂 太 郎 男 出席

7
社会福祉法人
千歳いずみ学園

総合施設長 荒 洋 一 男 欠席

8 千歳身体障害者福祉協会 会長 伊 東 ミ ツ 子 女 出席

9 千歳聴力障害者協会 会長 佐 藤 義 典 男 出席

10千歳視覚障害者福祉協会 会長 菊 池 悦 子 女 出席

11千歳市肢体不自由児者父母の会 会長 岡 田 美 智 子 女 出席

12千歳市手をつなぐ育成会 理事 青 木 繁 雄 男 出席

13千歳市つくし会 会員 大 村 徳 子 女 欠席

14
千歳市民生委員児童委員
連絡協議会

理事 佐 藤 貞 男 出席

15千歳市社会福祉協議会
総務課ボランティ
ア係長 遠 藤 仁 利 男 出席

16千歳商工会議所 事務局長 宮 下 明 男 出席

17北海道千歳高等支援学校 教諭 内 山 敦 史 男 出席

18
千歳市立北進小中学校
(相談支援・地域連携部）

教諭 伊 藤 周 子 女 出席

19北海道南幌養護学校 教諭 中 川 道 博 男 出席

20就労推進室やませみ 就労推進員 佐 藤 靖 子 女 出席

21
生活介護ステーションゆみな/
支援センターゆみな

所長 清 水 道 代 女 出席

22
就労移行支援事業所ゆうび/
就労継続支援事業所ゆうび

事業推進室長 村 部 利 典 男 欠席

23青葉の杜／青葉の郷 施設長 森 本 洋 行 男 出席

24サポートセンターエブリ 所長 田 口 幹 子 女 出席

25千歳地域生活支援センター センター長 奥 貫 あ い 子 女 出席

26千歳市地域包括支援センター
北区地域包括支援
センター長 富 永 壮 男 欠席

(2) 福祉、保健、医療、
雇用、教育等に知識
及び経験を有する者

(
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)
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機
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ア.障がい者又は障がい
児の家族団体又は支援
団体等
　

イ.福祉、保健、医療、
雇用、教育等に関する
関係機関又は団体等

ウ.障害福祉サービス事
業所等
　

エ.相談支援事業所等

選考区分 委員役職・氏名

(1) 公　募

平成30年度第３回千歳市障がい者地域自立支援協議会定例会議出欠名簿

任期：平成30年10月29日から平成32年10月28日まで



 

 

  地域生活支援拠点とは、障がいのある人が地域で安心して暮らし続けられるよう、複

数の事業所、関係機関により、居住支援を含めた様々な支援を切れ目なく提供し、障が

いのある人の生活を地域全体で支援する体制を構築することである。 

   

第５期障害福祉計画（平成 30～32 年度）の基本指針において、「地域生活支援拠点等

について、平成 32 年度末までに各市町村又は各圏域に少なくとも一つの拠点等を整備す

る」ことが目標として示され、当市では、第５期障がい福祉計画の中で、「障がいのある

人の地域生活を支援する相談・体験の機会や場の提供、専門性や地域の体制づくりなど

機能の集約を行う地域生活支援拠点等について、国や北海道の動向を注視するとともに、

札幌圏域における広域連携を図りながら、

」ことと定めている。 

 

 

◆整備目的 

   障がい者の重度化・高齢化や「親亡き後」に備えるとともに、地域移行を進めるた

め、重度障がいにも対応できる専門性を有し、地域生活において、障がい者やその家

族の緊急事態の対応を図るもので、具体的には次の２つの体制を整備するものである。 

 

 

   

 

 

 

◆必要な機能 

 「地域生活支援拠点」とは、居住支援のための機能、具体的には、「相談」、「体験の

機会・場」、「緊急時の受入れ・対応」、「専門性」、「地域の体制づくり」の５つの機能

を確保することである。 

なお、５つの機能を有することが原則とされているが、地域の実情を踏まえ、必要

な機能を市町村で判断し、整備を行うことが認められている。 

 

議題（１）



必要な機能 内     容 

基幹相談支援センター・委託相談支援事業などととも

にコーディネーターを配置し、連絡体制の確保や障が

い特性に起因して生じる緊急事態等におけるサービス

のコーディネートなどの支援を行う機能 

短期入所を活用した緊急受入体制等を確保した上で、

介護者の急病や障がい者の状態変化等の緊急時の受入

れや医療機関への連絡などの必要な対応を行う機能 

地域での自立に当たり、共同生活援助等の障害福祉サ

ービスの利用やアパートなどでの一人暮らしの体験機

会を提供する機能 

高齢化に伴い重度化した障がい者に対して、専門的な

対応を行うことができる体制の確保や、専門的な対応

ができる人材の養成を行う機能 

基幹相談支援センター、委託相談支援事業等を活用し

てコーディネーターを配置し、地域の様々なニーズに

対応できるサービス提供体制の確保や、地域の社会資

源の連携体制の構築を行う機能 

 

 

◆整備手法の類型 

整備手法としては、地域における複数の機関が連携し、居住支援と地域支援機能の

役割を分担する「面的整備型」と、共同生活援助（グループホーム）・障害者支援施設

に地域支援機能を付加する併設型、１か所に機能を集約整備する単独型の「多機能拠

点整備型」の２つパターンが例示されている。 

   

＜地域生活支援拠点等の整備手法（イメージ）＞ 

  

出典：厚生労働省 

  （平成 28 年 12 月 12 日地域生活支援拠点等整備促進のための全国担当者会議資料） 



  

 

◆課題抽出（例） 

機 能 現状と課題 課題解決に必要なこと 

①相談 
・相談体制の強化 

・緊急時支援の速やかな情報共有 

・拠点コーディネーターの設置、事業

所間での情報共有体制の構築 

②緊急時の 

受入れ・対応 

・短期入所施設の充足度 

・短期入所利用者の情報共有 
・事前登録制度 

③体験の機会・場 
・随時のＧＨ空き状況の把握 

・民間アパートの借り上げ 

・定期的な情報提供を求めるか、取り

まとめ機関の設置 

④専門的人材の 

確保・養成 

・高齢化・重度化、医療的ケア、強度

行動障がいのある人に対する専門的

人材の不足 

・各種研修の実施 

⑤地域の体制 

づくり 

・医療機関も含めた地域の社会資源の

連携体制の構築 
・連携体制の中心となる機関の設置 

 

◆整備手法、事業開始当初で整備すべき機能の検討、整備スケジュール 

  検討主体をどうするか。（相談支援部会が検討主体となるケースが多い） 

 

 

  当市には、公的機関、民間事業所ともに数多くの支援機関が存在している。現状では

多機能型施設の整備は見込めず、既存の支援機関間のネットワークをより強固に構築し、

各機関との連携において機能を発揮することが有用であり、 を基本とし、

既存の支援機関等と連携して地域全体で支えていく体制を作り上げるのが現実的か。 

※先進市等における整備手法（平成 29 年４月時点(予定含む)※厚生労働省調べ） 

整備手法の類型 自治体等数 

多機能拠点整備型 25 市町村 ４圏域 

面 的 整 備 型 283 市町村 85 圏域 

併 用 整 備 型 45 市町村 ３圏域 

未  定 853 市町村 49 圏域 

•地域における社会資源の状況把握（サービスごとの事業所数、定員及び充足状況等）

•地域生活支援拠点５機能に分類したうえでの課題整理（不足する機能、緊急時の情報共
有、人材の確保など）

•整備手法、事業開始当初で整備すべき機能の検討、整備スケジュール

整備済み（予定を除く）自治体等の数は、

353 市町村・92 圏域（合計 445 か所）。こ

のうち、 を採用したのは 283

市町村・85 圏域（合計 368 か所）で、

を占めている。 



◆「面的整備型」とした場合の千歳市における地域生活支援拠点のイメージ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 相談 

＜相談支援センター（仮）＞ 

（仮）

※居住支援 

連携協力 
連携協力 

情報提供 

連携協力 

連携協力 

受入調整 

受入調整 

（受入体制確保） 

（空き状況等情報提供） 

（情報共有） 

連携協力 

事業評価 

◆一時避難的な居住の確保が早急に必要な方 

◆支援機関からの支援を受けていない方 

◆支援を受けているが現支援体制のみでは対

応が困難な方 

連携協力 

（情報共有） 



 

 

 

●ワンストップの相談窓口、初期対応の相談窓口 

障がい種別に関係なく誰でも利用できるワンストップの相談窓口の機能を持っ

ているところもある。 

●要支援者の把握や事前登録など緊急時への備え 

緊急時に支援が見込めない世帯を事前に把握するため、事前登録制を行ってい

るところもある。 

 

 

  

●事前登録制でスムーズな受入れ 

障がい種別によっては急な受け入れが難しい場合もあるため、事前登録制や、

通いなれた事業所での受入れ等など、利用者の情報等を把握できる体制を整備。 

●短期入所等の活用 

短期入所等の空床を確保することで緊急時の対応に備えているところもある。 

 

 

  

●日常の生活を体験できるところもある 

調理、洗濯、入浴などの日常の生活を切り出して体験できたり、親元から離れ

る経験のための宿泊体験ができるところもある。 

 

 

  

●相談機能の充実のための研修強化 

相談機能の充実のため、事業所の職員の研修を強化。 

●専門的ケアへの対応のための研修の充実 

特に専門的ケアが必要な障害については、職員の資質向上のため、積極的に勉

強会や研修会等を開催。 

 

 

 

●協議会の活用 

拠点等の整備、運営のために、協議会の部会に「地域生活支援拠点等部会」を

設置し、事例検討を行う等の対応を行っているところもある。 

●ネットワークの形成 

相談支援事業所間や、自治体内の事業所、医療機関、その他の関係機関とネッ

トワーク化を図っているところもある。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







































































 





 

平成30年度 第６回 相談支援部会 報告 

日 時 平成30年10月26日(金) 16:00～17:15 

場 所 千歳市しあわせサポートセンター 会議室 

参 加 者 千歳地域生活支援センター(奥貫センター長（部会長)・福澤相談員）、こども療育課（石村相談

員)、こぶしクリニック（松田相談員）、向陽台包括支援センター（林センター長）、夢民（長谷

氏）、千歳市障がい者総合支援センターChip(横山センター長・中土井相談員)  

要 旨 １．障がい福祉勉強会について 

２．地域課題について 

３．その他 

会議内容 １．障がい福祉勉強会について 

(１)10月12日開催。「就労支援について学ぼう」とテーマを設定し、就労継続支援Ａ型、Ｂ

型、就労移行支援について基礎の理解を目的として行われた（参加者50名）。前半、千

歳地域生活支援センター渡辺氏より各サービス内容の講義を行った後、後半は事業者の

実践報告を、Ｂ型をサークルエイト青木氏、Ａ型をひまわりの会稲船氏、移行をいずみ

ワークセンター玉井氏に頂いた。全体的な利用者の傾向としてお金の為に働くという意

識はあまりなく、就労意欲に欠ける利用者も多いとのこと。その後、講義を踏まえてグ

ループワークをし勉強会を終えている。勉強会後の懇親会にも２０名ほど参加している。 

  今後、住居、相談についての勉強会を予定している。 

 

２．地域課題について 

 (１)震災対策について、幸いにして多くな被害のなかった千歳市ではあるが、経験を活かし

今後の活かしていく事が必要との意見があり、情報共有や課題整理について継続して検

討して行く事を話し合った。 

   避難所の情報やインフラについてなど、災害時の情報発信の仕方にもついての検討も含

めて次回以降に事例検討も検討して行く事で確認をした。 

 

３．その他 

(１) 次回は11月21日か27日の日程で調整を行う。 

(２) 合同説明会についての案内 

 

作成者 千歳市障がい者総合支援センターChip  横山 真紀 
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平成30年度 第７回 相談支援部会 報告 

日 時 平成30年11月27日(火) 16:00～17:15 

場 所 千歳市しあわせサポートセンター 会議室 

参 加 者 千歳地域生活支援センター(奥貫センター長（部会長)・福澤相談員）、こぶしクリニック（松田

相談員）、夢民（戸田氏）、向陽台包括支援センター（林センター長）、北星病院（水梨相談員）、

千歳市障がい者総合支援センターChip(横山センター長・中土井相談員) 

要 旨 １．障がい福祉勉強会について 

２．地域課題について 

３．その他 

会議内容 １．障がい福祉勉強会について 

(１)第３回目は住居についての勉強会を予定している。福祉サービスで利用できる住居につ

いて講義を行い、各障がい（精神・知的・身体）を主たる支援対象としている事業者か

ら実践報告をしてもらう形式とした。講義部分を青葉の里の稲富氏、実践報告をそれぞ

れ（精神：グループホーム新星 山崎氏・知的：いずみ学園 仲鉢氏・身体：めいぷる  

高橋氏）に依頼した。現段階の申し込み状況は６名であり、さらに周知を継続する。 

 

２．地域課題について 

 (１)課題共有シートを使用し事例検討を行った。  

   ①「アパートで一人暮らしをしている方の支援で、関わりを拒否する方の支援で複数機

関が関わっている場合にどの機関が主になり、どのように関わるとよいか」との課題

が出た。これに対し、周りから見ると心配だが本人が困っていない為に助けを必要と

していないのではないか、困り感を感じて本人から助けを求めてくるまでは見守り程

度で良いのではないかとの意見が出た。一定期間通院しなかった場合に連絡をする、

定期的に安否確認する体制をあらかじめ各機関で決めておくなどの方法が考えられる

との意見がでた。電気メーターや水道メーターは所在・安否が確認しやすく、状況が

把握しやすい。また近隣の住民が日常的に見守ってくれている事例もある様子。いず

れかの機関が介入し対応する場合、土日夜間に毎回対応するのは難しいので、本人が

自分で対応してゆける力をつけてもらうことも大切である。そうしてゆくことで担当

者の変更等、体制が変わっても順応して対応できると考えられるとの意見も出ている。 

 

②生活が上手くいかない時に本人の問題か支援の問題かの判断が難しい時でも、本人は

自分らしい生活をしていきたいという気持ちで生活される時に、支援者としてアドバ

イスに苦慮するとの意見があり、今の生活に対しての良し悪しや、できたことできな

かったことの両方がある中で、「福祉だけ、医療だけではなんともならない」「人材が

足りない」「本人のエンパワメントが足りなかった、または途中だった」など様々な課

題があり、結果を見て良し悪しのジャッジをしてしまうと問題の追及する方向が偏っ

てしまう恐れがあると考えられる。いろいろな角度で考えられる場があるので、判断

を急がずに経過を確認していくことも大切ではないかとの意見がでた。 

 

３．その他  

(１) 次回は年始の1月の中旬の日程で調整を行う。 

作成者 千歳市障がい者総合支援センターChip  横山 真紀 
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  平成30年度 第３回 相談支援部会 障がい福祉勉強会 報告 

日  時 平成30年12月14日（金） 18：00～20：00 

場  所 千歳市社会福祉協議会 ２階会議室 

参 加 者 市内22機関39名（事務局含む） 

要  旨 

１.講義 

２.実践報告 

３.交流会 

会議内容 【テーマ】「障がい者の住まいと必要な支援について学ぼう！」 
１． 講義「障がい者が利用できる居住系サービスについて」 

社会福祉法人 晃裕会 稲富 裕幸 氏 

 実践報告の前段として、居住資源の共同生活援助、宿泊型自立訓練施設、

施設入所支援、短期入所について講演頂く。共同生活援助(グループホーム)

については、介護サービス包括型、外部サービス利用型、今年度から新設さ

れた日中サービス支援型、サテライト型住居の説明があった。施設入所支援

とグループホームの違いや、障がい福祉サービス以外に市営住宅等の住まい

の方の支援についても話しがある。障がい者の住まいを考える際、その方の

現状や必要な支援を考慮することが大切であるとお話を頂いた。 

 

２． 実践報告 

 (１)障がい者支援センター めいぷる 高橋 和寛 氏 

      めいぷるの設立経緯について、肢体不自由児父母の会が母体であり、共同作

業所立ち上げ時は知的障がいや精神障がいの方の行き場を増やす為、３障がい

を対象として設立し現在は４つの事業を行なっている。グループホームについ

ては現在入居している方の状況を説明され、電源コンセントの位置を高くし、

床でくつろぐ入居者が触れないようにしていることや、プライバシーの配慮か

ら居室や下駄箱に名前は明記せず、色分けするなどの配慮を行なっていると話

しがあった。また、支援の課題として、緊急時対応、健康維持・管理、介護技

術の向上、平準化の３点挙げられている。実際の生活場面の画像等で、支援の

状況や生活の様子について説明があった。 

  

 (２)いずみ寮 仲鉢 かおり 氏 

     はじめに概要として、現在グループホームで生活している方の年齢や日中活

動先、職員の配置などについて説明があった。入所施設から生活の場をうつし

てきた方が多いなか、近年は高等養護学校卒業に利用される方も増えており、

大きな環境変化のため体調を崩し退所された方もいる。夜勤態勢は取っていな

いため、夜間の緊急時は職員の携帯に連絡することになっている。これまで通

院は職員が同行していたが、現在は看護師を配置していると話しがあった。ま

た９月６日の震災時については、食材の確保が困難で同法人の事業所間で分け

合った。課題として、利用者の高齢化、夜勤態勢を取っていないことを挙げら

れている。 
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(３)グループホーム新星 山崎 将史 氏 

   施設・設備の紹介がある。新星に入居している利用者の多くは精神科病院を

退院してきた方で、入浴は毎日可能で順番も自由であり利用者同士で決めてい

る。利用者のニーズに合わせた支援体制をもとに、自宅に近い環境作りや必要

以上に干渉しないようにしている。生活している利用者は個室でプライベート

の時間を大切にでき、入院中とは違った自由な生活を喜んでいる。グループホ

ーム開設時には、反対の声や町内の行動を制限されていた。グループホーム職

員が町内会役員になり、話し合いの場やつながりを持つことで解消されたとの

話しがあった。 

 

３. 交流会 
   １グループ７、８名の６グループに分かれ講義、実践報告終了後に交流会をし

ている。各グループでファシリテーターの進行のもと、自己紹介、講義、実践報

告を行い、最後に感想を全体で共有している。 
 
アンケート集計結果。 

(１)講義・実践報告ついて 

 ・居住系サービスの種類を知ることができて勉強になった。 

 ・なかなか具体的に聞く機会はなく、職員からの生の声で聞くことができて良か

った。 

 ・安全面に配慮した設備等、具体的な話しを聞くことができて参考になった。 

 ・各事業所の特色、苦労や工夫、支援の方法がとても参考になった。 

 ・精神障がいの偏見について、改めて考えさせられた。 

 

(２)交流会について 

 ・様々な職種の方の意見、施設の様子を聞くことができて良かった。 

 ・講義、実践報告よりさらに具体的な部分や、理想についてなどそれぞれの思い

も聞くことができて良かった。 

・グループホーム、就労事業所の両方の話しを聞くことができた。連携の大切さ

を改めて感じた。 

・もう少し時間があれば良かった。 

  

(３)今後取り上げてほしいテーマ等について 

 ・共生型サービスについて 

 ・精神科病棟について 

 ・就労継続支援 B 型事業所、就労移行支援事業所で、グループホームの生活で活

かせるような支援について 

 ・保護者と過ごしている利用者本人に、将来の生活を考えてもらうにはどうした

らよいか。  等の意見・感想を頂いている。 

作 成 者 千歳市障がい者総合支援センターＣｈｉｐ  横山 真紀 
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平成30年度 第５回 こども部会 報告 

日 時 平成30年12月20日(木) 10：00～11：00 

場 所 千歳市総合福祉センター 307号室 

参 加 者 

サポートセンターエブリ(田口所長(部会長))、ライフヘルプちとせ(熊谷氏)、ちとせ療

育教室はる(石岡氏)、児童デイサービス十彩(藤田氏)、児童デイサービスみどり台(浅野

氏)、千歳市社会福祉協議会(田村氏)、北海道南幌養護学校(中川教諭)、こども療育課(新

谷課長)、障がい者支援課(石黒氏)、千歳市障がい者総合支援センターChip(横山センタ

ー長(事務局次長)・志鎌相談員) 

要 旨 １.勉強会(学校見学会)について 

２.合同説明会について 

３.レッツスマイル冬企画 

４.情報提供(課題共有) 

会議内容  １.勉強会(学校見学会)について 

 11 月 28 日(水)開催した、支援者向け勉強会(学校見学会)について参加者から感想

を聞いている。福祉バスを利用し、午前に北海道南幌養護学校、午後から千歳高等

支援学校の見学を行なっている。24名参加している。 

 ・午前午後参加したかったが、時間の制約もありむずかしかった。 

 ・午前午後交代で参加し、職員間でそれぞれの学校の様子などフィードバックする

ことができた。 

 ・就学に向けての動きなど知ることができて勉強になった。 

 ・以前関わっていたこどもや、寄宿舎を見ることができた。 

 ・またこのような機会があれば参加したい。 

 ・個別での対応も可能とのことで、学校への相談の敷居が低くなった。 

 ・移動時間や見学の時間設定など、より詳細に検討していく。 

  等の意見・感想が出ている。 

 

２.合同説明会について 

   12月22日(土)開催の合同説明会について当日の動きを確認している。10時に集

合し会場設営、開催時間は 11 時～15 時。事業所個別相談は、北ガス文化ホール４

階小会議室１で行なう。当日は８事業所が参加、小会議室２は待ち合いの部屋とし

てパンフレット・掲示物を設置。昨年度「わからないこと解決講座」の際に使用し

た、事業所紹介のデータをモニターで映写する。 

 

３.レッツスマイル冬企画 

  １月12日(土)開催の進捗確認をしている。午前中はボウリングと千歳市さけます

の森さけます情報館見学の２コースに分かれる。午後からは福祉センターに戻り、
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昼食後にマジックを見る。チラシの配布は終了している。当日スタッフは９時に福

祉センター集合。９時半から参加者の受付開始、移動は福祉バス１号車を利用する。

ボランティアは、市内と近隣の高校・専門学校・大学に依頼中。構成メンバーのス

タッフとしての当日参加については、改めてメール等で確認する。今後の動きとし

て、１月８日(火)、９日(水)10時からマッチング会議、最終確認会議を行なう。会

議終了後、参加者に最終案内を送付する。 

 

４.情報提供(課題共有) 

 (１)事業所空き情報について 

  ①ゆうび 日中一時：月～土空き有。移動支援：月水空き有。火木金土応相談。 

  ②ライフヘルプ 日中一時：月火水木空き有。移動支援：月火木金空き有。水土日

は応相談。 

  ③エブリ 日中一時、移動支援共に空き無。 

  ④ぱすてる 児童発達：月～金空き有。放課後デイ：月～木空き有。送迎は応相談。 

  ⑤はる  児童発達：月～金午前空き有、午後応相談。放課後デイ：月～金応相談。 

  ⑥みどり台 児童発達、放課後デイ共に金土空き有。 

  ⑦ラブアリス 児童発達、放課後デイ共に金空き有。１月21日(月)別館オープン。 

 

 (２)情報提供 

  ①みどり台 12月 26 日(水)青少年会館でNPO 法人日本ムーブメント療育協会北海

道支部 森正人氏によるムーブメント療育の講演が行われる。 

  ②こども家庭課 ３月１日(金)～３日(日)北ガス文化ホールで指導者・支援者向け 

          の子育てスキルアップ講座が行われる。案内チラシを合わせて配

付している。 

 

 (３)課題 

  ①市外、道外からの転入後についての相談が増加している。どのような事業所があ

るのかや学童利用も検討している方がいる。 

  ②不登校気味の児童・生徒が増加している。 

  ③児童の短期入所施設、重症心身障がいの方や医療ケアが必要な方の受け入れ施設

について。 

  ④高等支援学校、高等養護学校の進路選定について。 

  

 (３)次回開催について 

  ２月21日(木)10時～開催する。 

作 成 者 千歳市障がい者総合支援センターChip 横山 真紀 

 

6



平成30年度 第４回 はたらく部会 報告 

日   時 平成30年11月16日(金) 18：00～19：00 

場   所 東雲会館 １号室 

参 加 者 27名 

メビウス(加藤)、ゆうび(寺島)、エコファクトリー(結城)、千歳高等支援学校(内山)

帆の風(藤岡)、石狩障がい者・生活支援センターのいける(菅原)、オルポノ(佐藤)、

青葉の杜(田本)、いずみワークセンター(今野)、ひまわりの会(上田)、晴レルモキッ

チン(米澤・福田)、Om-net(牧野・橋本)、千歳物流センター(佐々木)、ピアハーブ(山

下)、蓮げ荘(森本)、デイケアひかり(澁谷)、ハローワーク(酒井)、千歳地域生活支

援センター(渡辺)、千歳市障がい者総合支援センターChip(横山・中村)、サークルエ

イト(青木)、ウィンドバレー(千葉）、こぶしクリニック(松田)、、就労推進室やませ

み(佐藤・下川部) 

要   旨 １．報告事項 

(１) 利用者が就労を休まず継続していけるよう取組む提案 

 （２）合同説明会について 

２．その他連絡事項 

内   容 １．報告事項 

(１)利用者が就労を休まず継続していけるように取組む提案 

 ～就労を継続していくための独自見解～ 

 エコファクトリー 結城 様からエコファクトリーで取り組んでいる、仕事の仕組

みやルールなどを説明いただいた。 

 

(２)合同説明会について 

 タイムスケジュール、会場配置図、事業所リスト名簿配布、一日の流れの確認 

 

２．その他連絡事項 

  なし 

 

作 成 者 就労推進室 やませみ 佐藤 靖子 
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平成30年度 千歳市障がい福祉就労事業所合同説明会 報告 

日   時 平成30年12月22日(土) 11：00～15：00 

場   所 北ガス文化ホール(千歳市民文化センター) 

参 加 者 65名 

帆の風(藤岡・小林・大谷・高橋・阿部)、Om-net(牧野・橋本)、ウィンドバレー(千

葉・山端・岩崎・八木・押木・今井・山本)、いずみワークセンター(今野)、物流セ

ンター(木村・佐々木・中村)、ピアハーブ(猿山)、サークルエイト(青木・畠山・柳

井・金澤)、デイケアひかり(澁谷)、リワークデイケア(菊池・川田)、晴レルモキッ

チン(米澤・米澤・川口・園田・福田)、ミナモト(今井・鳴海)、千歳公共職業安定所

(酒井)、ひまわりの会(稲船・村田・三上・佐藤)、メビウス(加藤)、エコファクトリ

ー(結城・平本・石川)、ユリーカ(芦田・吉村・有村)、青葉の杜(田本)、オルポノ(有

田・有田・佐藤)、蓮げ荘・CafeLeaf(森本・相澤)、ワンステップ(眞鍋)、千歳こぶ

しクリニック(松田)、ゆうび(山崎・藏田)、ゆみな(畑中・菊池)、千歳地域生活支援

センター(渡邉・福澤)、千歳市障がい者総合支援センターChip (横山センター長(事

務局次長)・中土井・志鎌)、障がい者支援課(佐藤係長(事務局次長))、就労推進室や

ませみ(佐藤・下川部) 

開 催 内 容 １．開場時間 11：00～15：00 

２. 開催場所 北ガス文化ホール(市民文化センター) 

２. 来場者数 合計120名 

       保護者・本人・一般 55名 

       関係者・事業所   65名 

３．結果概要 

 (１)来場者数が昨年度から23名減になった。 

  原因として３連休の初日だということと、年末だったためだと思われる。 

  来年度は、年末ではなく昨年度同様12月初旬に開催したい。 

 

 (２) アンケートでは、千歳市の事業所が一同に集まっていて一つ一つの事業所の

話が詳しく聞けるので、行って良かったと思ったという意見があった。 

  また、アンケートの中で多かった意見は次のとおり。 

  ・いろいろな就労支援の仕組みを聞けてよかった 

  ・就労支援について理解を深められた。 

  ・それぞれの事業所のスピーチがあればよかった。 

  ・今後もこのような説明会を開催してほしい。 

 

作 成 者 就労推進室 やませみ 佐藤 靖子 

 

自立支援協議会 

議題（２）-③ 

はたらく部会 
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